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２ その他の大気環境調査結果

(1) 有害大気汚染物質調査

      大気汚染防止法第１８条の２４の規定に基づき、ベンゼン、トリクロロエチレン、テ

トラクロロエチレン等測定方法が確立している有害大気汚染物質２１物質についての調

査を３市の６地点で実施した。

（ア）環境基準が定められている４物質について

   有害大気汚染物質のうち、環境基準が設定されている４物質（ベンゼン、トリクロロ

エチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン）について調査したが、すべての調

査地点で環境基準値を下回った（表１６）。

   また、平成３０年度の全国調査結果と比較した結果、調査したすべての物質について

同等若しくはそれ以下の濃度レベルであった。

表１６ 環境基準が設定されている４物質の調査結果
                                    （単位：μg/ｍ

３
)

物質名

長崎県の調査結果

（令和元年度）

全国の調査結果

(平成３０年度) 環境基準

(年平均値)
地点数 平均値 年平均値の範囲 地点数 平均値 年平均値の範囲

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ ５ 0.76 0.68～0.93 404 0.90 0.32～2.8 3.0

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ５ 0.88 0.026～4.2 351 0.46 0.0043～16 200

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ５ 0.090 0.030～0.22 353 0.11 0.0051～1.6 200

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ ５ 0.48 0.35～0.60 353 1.6 0.21～34 150

（イ）指針値が示されている９物質について

   有害大気汚染物質のうち健康リスクの低減を図るための指針値が設定（環境省の諮問

機関である中央環境審議会の答申）されているアクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、

水銀及びその化合物､ニッケル化合物、クロロホルム、1,2-ジクロロエタン、1,3-ブタジ
エン、ヒ素及びその化合物、マンガン及びその化合物について調査した（表１７）。

   いずれの物質も全調査地点で、指針値よりかなり低い濃度であった。また、平成３０年度の

全国調査結果と比較しても、同程度若しくはそれ以下の濃度レベルであった。
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表１７ 指針値が設定されている９物質の調査結果

      （ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ､塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、クロロホルム、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ   単位：μg/ｍ
３
)

                                                  (上記以外の物質   単位：ｎg/ｍ
3
)

＊クロロホルム、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝについては平成１８年１１月、ヒ素及びその化合物につい

ては平成２２年１０月、マンガン及びその化合物については平成２６年５月に指針値が設定された。

（ウ）その他の調査項目について

   その他、環境基準及び指針値が設定されていない８物質についても調査した（表１８）。

   いずれの物質も環境省等が実施した平成３０年度の全国調査結果の平均値と比較して、

同程度若しくはそれ以下の濃度レベルであった。

表１８ 環境基準等が設定されていないその他の有害大気汚染物質（８物質）

           (ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、酸化ｴﾁﾚﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、塩化ﾒﾁﾙ、ﾄﾙｴﾝ 単位：μg/ｍ
3
)

                                                   (上記以外の物質 単位：ｎg/ｍ
3
)

物 質 名

長崎県の調査結果

（令和元年度）

全国の調査結果

（平成３０年度）

地点数 平均値 年平均値の範囲 地点数 平均値 年平均値の範囲

ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 5 1.6 1.0～2.3 306 2.4 0.31～15

酸化ｴﾁﾚﾝ 3 0.041 0.031～0.047 236 0.079 0.012～0.78

ﾍﾞﾝｿﾞ(a)ﾋﾟﾚﾝ 4 0.089 0.045～0.15 314 0.16 0.0078～3.3

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ 5 1.8 1.4～2.2 310 2.6 0.69～12

ﾍﾞﾘﾘｳﾑ及びその化合物 3 0.020 0.0060～0.027 259 0.020 0.0023～0.083

ｸﾛﾑ及びその化合物 4 3.2 1.8～4.8 264 4.7 0.26～44

塩化ﾒﾁﾙ 3 2.1 1.3～2.8 328 1.4 0.041～4.2

ﾄﾙｴﾝ 4 3.4 1.9～5.3 369 7.1 0.30～45

物 質 名

長崎県の調査結果

（令和元年度）

全国の調査結果

（平成３０年度） 指針値

(年平均値)
地点数 平均値 年平均値の範囲 地点数 平均値 年平均値の範囲

ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ 3 0.018 0.015～0.019 335 0.066 0.0032～1.4 2

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ 3 0.021 0.019～0.024 334 0.042 0.0021～2.1 10

水銀及びその化合物 3 1.4 1.1～1.7 285 1.9 0.66～10 40

ﾆｯｹﾙ化合物 4 2.6 1.5～3.8 274 3.5 0.29～30 25

クロロホルム 4 0.15 0.11～0.17 340 0.25 0.016～3.2 18

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 4 0.15 0.14～0.15 339 0.19 0.030～5.6 1.6

1,3-ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝ 4 0.10 0.039～0.17 373 0.085 0.0063～0.75 2.5

ヒ素及びその化合物 5 1.1 0.79～1.5 277 1.4 0.20～32 6

ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物 4 15 6.0～31 273 23 1.3～210 140
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(2) ダイオキシン類調査

   ダイオキシン類対策特別措置法第２６条第１項の規定に基づき、長崎県内における大気環

境中のダイオキシン類の濃度を把握するため調査を実施した。

   令和元年度は県内８地点で調査を実施したが、その調査結果について表１９に示した。

   ８地点の平均値は0.009pg-TEQ/ｍ3、濃度範囲は0.0028～0.016pg-TEQ/ｍ3であり、全ての調

査地点で環境基準値(年平均値0.6pg-TEQ/ｍ3)を下回った。

   平成３０年度に全国の自治体が６１９地点で実施した調査結果（以下「全国調査結果」と

いう。）について表２０に示した。令和元年度の本県の調査結果は、全国調査結果と比較す

ると、概ね低い濃度レベルであった。

表１９ 大気環境中ダイオキシン類濃度調査結果

                                                              （単位：pg-TEQ/ｍ3)

No 調  査  地  点 所 在 地 地 域 区 分
調査対象

分    類
年平均値

１小ヶ倉支所大気測定局 長崎市小ヶ倉
長 崎 地 区

一般 環 境 0.016

２中央橋自動車排出ガス測定局 長崎市江戸町 沿 道 0.0073

３大塔測定局 佐世保市大塔町

佐世保地区

発生源周辺 0.0074

４佐世保市環境センター 佐世保市稲荷町 一般 環 境 0.014

５福石測定局 佐世保市福石町 沿 道 0.014

６時津小学校大気測定局 西彼杵郡時津町 西 彼 地 区 一般 環 境 0.0037

７県央保健所※ 諫早市栄田町 県 央 地 区 一般 環 境 0.011

９対馬保健所※ 対馬市厳原町 離 島 地 区 一般 環 境 0.0028

  ※一部参考値あり。

表２０ 平成３０年度 大気環境中ダイオキシン類濃度の全国調査結果

                                             （単位：pg-TEQ/ｍ3)

地域分類 地 点 数 検 体 数 平 均 最  小 最  大

一般 環 境 ４７１ １,３７３ ０．０１８ ０．００３５ ０．１７

発生源周辺 １２２ ３５６ ０．０１８ ０．００３２ ０．１５

沿      道 ２６ ８８ ０．０１５ ０．００５６ ０．０５６

全      体   ６１９ １,８１７ ０．０１８ ０．００３２ ０．１７
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  (3) 酸性雨調査

      雨水自動採取装置を用いて、１降雨毎の調査を２市２地点で実施した。

   令和元年度の酸性雨の状況（１降雨毎のｐＨ平均値及び酸性雨出現率）を表２１に、

その経年変化を表２２、図１３及び図１４に示した。

   ２地点における１降雨のｐＨの年平均値は4.45～4.80の範囲であり例年と変わらない

レベルであった。この値は、環境省が全国１９ケ所の国設局で実施した「令和元年度環

境省酸性雨対策調査結果」の年平均値(4.65～5.23)と比較して同等の濃度レベルであっ

た。

   また、２地点の１降雨時の酸性雨出現率及びｐＨ平均値の経年変化の傾向としては、

ほぼ横ばいで推移している。

表２１ １降雨毎のｐＨ平均値及び酸性雨出現率

調 査 地 点
降
雨
数

ｐ Ｈ の 平 均 値 酸性雨出現率(％)強酸性雨出現率(％)

１降雨 １降雨 １降雨

長 崎 市 ク リ ー ン セ ン タ ー 40 ４．８０ ９５．０ ０

長 崎 県 県 央 保 健 所 45 ４．４５ ９５．６ ４．４

① １降雨：雨の降り始めから降り終わりまでの一連の雨をいう。（長崎市は降雨週の数）
② 酸性雨：ｐＨ値が5.6以下の雨をいう。
③ 強酸性雨：ｐＨ値が4.0未満の雨をいう。

※ｐＨについて

                       ※長崎県データは雨水採取装置の不具合により、

                4月～9月分に一部欠測あり。

アルカリ性

5.6

中性酸性

強酸性雨

酸性雨

11 12 13 148 9 104 5 6 70 1 2 3



32

表２２ １降雨時の酸性雨出現率及びｐＨ平均値の経年変化

調査地点 項目 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

長崎市

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

酸性雨出現率(%)
(ｐＨ≦5.6)

98.2 100.0 100.0 100.0 100.0 97.1 85.7 95.0

強酸性雨出現率(%)

(ｐＨ＜4.0)
9.8 0 0 2.4 2.2 0 2.4 0

ｐＨの年平均値 4.68 4.61 4.77 4.99 4.75 5.00 4.92 4.80

長崎県

県央保健所

酸性雨出現率(%)

(ｐＨ≦5.6)
95.2 97.3 100.0 98.8 100.0 97.3 95.3 95.6

強酸性雨出現率(%)

(ｐＨ＜4.0)
9.5 8.0 0 3.7 1.4 0 9.4 4.4

ｐＨの年平均値 4.614.764.654.694.734.77 4.49 4.45


